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書評

　今日，がん医療に対する注目は

非常に高い。これはがん医療の進

歩が著しく，不治の病ではなくな

りつつあることが 1 つの理由で

あろう。ところで，このがん医療

の進歩を支えるのがリハビリテー

ションであることをご存じだろう

か。リハビリテーションは，1 人 1 

人の生活がより快適で意味のある

ものになるようにさまざまな手法

を用いてアプローチする専門技術

である。がん患者の生存率が伸び，

がんと共存する時代では，このリ

ハビリテーションの良し悪しが

人々の生活の質に直結し，ひいて

は人生そのものにも影響を及ぼす

ことは想像に難くない。薬物，放

射線，手術などの進歩を，人にとっ

てより恩恵のあるものとするため

に，リハビリテーションは不可欠

である。

　このたび辻哲也先生が編集され

た『がんのリハビリテーションマ

ニュアル―周術期から緩和ケア

まで』は，がんのリハビリテーショ

ンを行ううえで，押さえるべき基

本と実際の臨床をバランスよく著

したもので，今まさに待望の 1 冊

である。

　辻先生は日本のがんのリハビリ

テーションを先導され，今日，名

実ともにこの分野でのリーダーで

ある。2010 年度診療報酬改定で設

けられた「がんのリハビリテー

ション料」算定に必要な研修会の

開催を主導され，また，現在はが

んのリハビリテーションガイドラ

インとグランドビジョンの作成に

傾注されている。この書物を編纂

されるに最もふさわしい先生であ

る。

　本書の内容は以下のようなもの

である。第Ⅰ章「総論」は辻先生

の執筆により，がんのリハビリ

テーションの概要と重要性が簡潔

に記されている。この章を読むだ

けでも十分価値のある書物である

が，臨床に携わる諸氏はさらにそ

の実際を知らねばならない。第Ⅱ

章では，「脳腫瘍」「頭頸部がん」

「乳がん・婦人科がん」「肺がん・

消化器系がん」「骨・軟部腫瘍，

骨転移，脊髄腫瘍」「造血器腫瘍」

「小児がん」についての実践的な記

述が続く。図表や写真を多用し，

臨床ですぐに役立つように工夫さ

れている。第Ⅲ章は緩和ケアのリ

ハビリテーションについて述べら

れており，その中の見出しには「進

行がん・末期がん」「がん性疼痛」

「廃用症候群・体力消耗状態・が

ん悪液質症候群」「進行がん患者の

基本動作，歩行・移動障害」「進

行がん患者の呼吸困難」「日常生活

動作」「緩和ケアチーム」「こころ

のケア」などの言葉が登場する。

この分野のリハビリテーションア

プローチも欠かすことはできな

い。

　がん医療は上述のようにリハビ

リテーションなくしては成り立た

ない。この 1 冊ががん医療に携わ

る多くの人々に読まれ，がんのリ

ハビリテーションが医療現場に浸

透し，がん患者に恩恵がもたらさ

れることを切に望む。
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